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令和４年仙審第２８号 

裁    決 

漁船Ａ定置網損傷事件 

 

受  審  人  ａ 

職  名 Ａ船長 

操縦免許 小型船舶操縦士 

 

 本件について、当海難審判所は、理事官高橋政章出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

 受審人ａの小型船舶操縦士の業務を１か月停止する。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 令和３年１２月１８日１５時４５分 

 青森県大久喜漁港東方沖合 

２ 船舶の要目 

  船 種 船 名 漁船Ａ 

  総 ト ン 数 １９トン 

  登   録   長 １９.２２メートル 

  機 関 の 種 類 ディーゼル機関 

   出     力 ８５４キロワット 
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３ 事実の経過 

  Ａは、船体中央部に操舵室を配し、同室前部右舷側に舵輪及び機関

遠隔操縦装置、左舷側にＧＰＳプロッター、舵輪前方に左舷側から魚

群探知機、レーダー及びＧＰＳプロッターをそれぞれ備え、舵輪後方

の両舷に椅子２脚を設けた近海かつお・まぐろ漁業に従事する２機２

軸のＦＲＰ製漁船で、ａ受審人ほか３人が乗り組み、回航の目的で、

船首０.８メートル船尾２.２メートルの喫水をもって、令和３年１２

月１８日０８時００分岩手県釜石港を発し、青森県八戸港に向かった。 

  ところで、大久喜漁港東方沖合には、平成３０年９月１日から令和

５年８月３１日までを存続期間とし、１月１日から１２月３１日まで

を漁業の時期とする、Ｘ社が青森県知事から免許された免許番号東定

第１号の定置漁業免許状に基づく定置漁業の漁場区域が、

大 久 喜 港 北 防 波 堤 灯 台 （ 以 下 「 大 久 喜 灯 台 」 と い う 。 ） か ら

０８１.５度（真方位、以下同じ。）１.１４海里、０９６度１.２６

海 里 、 １ ２ ６ 度 １ ,０ １ ０ メ ー ト ル 、 １ ２ ３ 度 ９ ２ ０ メ ー ト ル 及 び

０８１.５度１.１４海里の各地点を順次結んだ線によって囲まれた海

域（以下「１号区域」という。）に設定されており、１号区域は海上

保安庁刊行の漁具定置箇所一覧図６１１１に記載されていた。 

  そして、１号区域に敷設された定置網には、身網の沖側中央及び四

隅の水面上高さ約４メートルのところに赤旗と黄色光を発する簡易標

識灯がそれぞれ設置されていた。 

  発航に先立ち、ａ受審人は、岩手県から青森県にかけての沿岸海域

の航行経験が十数回あり、その陸岸沿いにいくつかの定置網が敷設さ

れていることを知っていたものの、１号区域の詳細な位置を把握して

いなかったが、定置網に接近すれば目視で確認できるものと思い、船

内に備え置かれた漁具定置箇所一覧図６１１１に当たるなど、水路調
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査を十分に行わなかった。 

  ａ受審人は、機関員１人と共に船橋当直に就き、椅子に腰を掛けて

レーダー及びＧＰＳプロッターをそれぞれ作動させ、岩手県弁天鼻東

方沖合を北上し、１５時３６分半僅か過ぎ大久喜灯台から１１５度

２ .４ ７ 海 里 の 地 点 で 、 針 路 を ３ １ ２ 度 に 定 め て 自 動 操 舵 と し 、

１１.０ノットの速力（対地速力、以下同じ。）で進行した。 

ａ受審人は、針路を定めたとき、１号区域に向首して接近する状況

となったものの、同区域の存在に気付かないまま続航し、１５時４４

分僅か過ぎ１号区域に進入し、１５時４５分大久喜灯台から    

０９１.５度１.０９海里の地点において、Ａは、原針路及び原速力で、

同区域に敷設された定置網に乗り入れた。 

  当時、天候は雪で風力４の北西風が吹き、潮候は下げ潮の初期にあ

たり、視界は良好であった。 

  その結果、Ａは、右舷推進器軸に曲損等を生じ、定置網は、幹綱に

切断等を生じたものの、のち修理された。 

 

 （原因及び受審人の行為） 

 本件定置網損傷は、八戸港に向けて釜石港を発航するにあたり、水路

調査が不十分で、大久喜漁港東方沖合に設定された１号区域に向首進行

したことによって発生したものである。 

 ａ受審人は、八戸港に向けて釜石港を発航する場合、１号区域の詳細

な位置を把握していなかったから、同区域に敷設された定置網に乗り

入 れ る こ と の な い よ う 、 船 内 に 備 え 置 か れ た 漁 具 定 置 箇 所 一 覧 図

６１１１に当たるなど、水路調査を十分に行うべき注意義務があった。

ところが、同人は、定置網に接近すれば目視で確認できるものと思い、

水路調査を十分に行わなかった職務上の過失により、１号区域に向首進
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行して定置網に乗り入れる事態を招き、船体及び定置網それぞれに損傷

を生じさせるに至った。 

 以上のａ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第２号を適用して同人の小型船舶操縦士の業務を１か

月停止する。 

 

 よって主文のとおり裁決する。 

 

   令和５年５月１６日 

     仙台地方海難審判所 

審 判 官  植  松     正 

 


